
武

智

麻

呂

と

房

前

辻

克

美

は

じ

め

に

藤
原
氏
は
、
中
臣
鎌
足
が
天
智
天
皇
か
ら
藤
原
氏
を
賜
姓
さ
れ
た

(1
)

こ
と
に
始
り
、
そ
の
後
、
正
確
に
は
文
武
天
皇

二
年

(六
九
八
)
八

月
十
九

日
以
降
、
鎌
足
の
第
二
子
不
比
等

に
よ

っ
て
独
占
的
に
継
承

(2
)

さ
れ
、
繁
栄

の
道
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。
鎌
足

・
不
比
等
の
業
績

は
今
さ
ら
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
彼
ら
以
後
の
藤
原
氏
の
政
界
に
お

け
る
在

り
方
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
、
そ
の
強
固
な
基
礎
を
作

っ

た
と
い
え
る
。
鎌
足

・
不
比
等
を
祖
父

・
父
と
す
る
子
孫
た
ち
、
と

く
に
武
智
麻
呂

・
房
前
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
、

一
つ
の
氏
の

継
承
者

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
不
比
等
以
後
の
政
治
全
体
を
考
え
る

う
え
で
重
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

本
稿

で
取
り
上
げ
た
武
智
麻
呂
と
房
前
に
関
し
て
は
、
野
村
忠
夫

氏
に

「
武
智
麻
呂
と
房
前
-
八
世
紀
前
半
の
政
治
史
の
た
め
の

一
断

(3
)

章
1
」
が
あ
る
。
こ
こ
に
野
村
氏
の
結
論
を
引
用
す
る
と
、

長
男
と
次
男
で
あ
る
武
智
麻
呂
と
房
前

の
関
係
は
、
長
嫡
子
と

し
て
の
法
的
後
継
者
と
実
質
的
後
継
者
と
の
分
離
併
立
方
式
で

あ

っ
た
と
推
測
し
た
い
。
嫡
子
武
智
麻
呂
は
、
大
宝
元
年

(七

〇

一
)
で
の
出
身
か
ら
位
階
的
に
上
位
で
あ

っ
た
が
、
房
前
が

養
老
元
年

(七

一
七
)
に
兄
を
こ
え

て
朝
政
に
参
議
せ
し
め
ら

れ
、

こ
の
時
点

に
分
離
併
立
方
式
は
出

発
し
た
と
み
ら
れ
る
。

っ
ま
り
、
六
〇
の
坂
に
か
か

っ
た
不
比
等
は
、
競
争
者
を
排
除

し
て
立
太
子
さ
せ
た
首
皇
子
の
皇
位
継
承
を
安
泰
た
ら
し
め
よ

う
と
す
る
意
図
を
継
承
し
う
る
も
の
と
し
て
、
凡
庸
温
良
な
嫡

子
武
智
麻
呂
を
さ
し
お
い
て
次
男
房
前

を
選
ん
だ
。
こ
の
不
比

等
の
後
継
者
の
分
離
併
立
方
式
は
、
不
比
等
の
亮
後
か
ら
、
聖

武
即
位
、
光
明
立
后
を
経
て
、
兄
弟
の
莞
去
ま
で
継
承
さ
れ
、

温
良
な
嫡
子
武
智
麻
呂
の
性
格
と
発
展

を
期
す
藤
四
子
共
通
の
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念
願
に
支
え
ら
れ
て
、
さ
ほ
ど
大
き
な
破
綻
を
生
む
こ
と
が
な

か

っ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
な
る
。
野
村
氏
の
こ
れ
ら
の
結
論
は
ど
こ
に
も
明
確
な
根
拠
を
も

(4
)

た
ず
、

結
果
論
的
な
評
価
か
ら
導

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
不
比
等

の
後
継
者
を
指
定
し
た
史
料
が
残

っ
て
い
な
い
以
上
、
野
村
氏
の
よ

う
に
、
武
智
麻
呂
と
房
前

の
官
歴
や
位
階
昇
進
な
ど
の
比
較
、
そ
の

他
の
状
況
か
ら
推
察
す
る
の
は
、
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
武

智
麻
呂

と
房
前
に
関
し
て
は
、
『続
日
本
紀
』
に
お
い
て
も
、
位
階
昇

進
や
任
官
記
事
以
外
は
ほ
と
ん
ど
現
れ
ず
、
武
智
麻
呂
に
つ
い
て
は

『
家
伝
』
が
あ
る
と
は
い
え
、
彼
ら
に
関
す
る
直
接
的
史
料
が
乏
し

い
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
表
面
上
に
出
な
い
彼
ら
の
動

き
を
と
ら
え
る
こ
と
は
非
常

に
困
難
で
、
野
村
氏
の
よ
う
な
結
論

に

至
る
の
も
無
理
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
細
か
く
検
討
し
て
み
る
と
、
疑
問
な
点
が
な
お

浮
び
上
が

っ
て
く
る
。
そ
れ
は
、
不
比
等
の
意
図
に
よ
る
後
継
者
の

分
離
併

立
方
式
が
、
は
た
し
て
存
在
し
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

野
村
氏

は
、
分
離
併
立
方
式
を
導
く
に
あ
た
っ
て
、
あ
ま
り

に
も
房

前
を
過
大
評
価
し
、
武
智
麻
呂
を
過
小
評
価
し
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
房
前
は
、
確
か
に
兄
よ
り
先
ん
じ
て
参
議
に
な

っ
て
お

り
、
内
臣
と
い
う
特
別
な
地
位
に
も
就
い
て
い
る
。
し
か
し
、
武
智

麻
呂
も
、
養
老
二
年

(七

一
八
)
式
部
卿
に
就
任
し
て
お
り
、
`
こ
れ

は
藤
原
氏
が
八
省
の
長
官
と
な
る
最
初
の
例

で
あ
る
。
さ
ら
に
武
智

麻
呂
は
、
養
老
五
年

(
七
二

一
)
に
は
、
知
太
政
官
事
舎
人
親
王
、

右
大
臣
長
屋
王
と
い
う
皇
親
勢
力
の
強
い
な

か
、
参
議
を
経
ず
し
て

直
ち
に
中
納
言

に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
武
智
麻
呂
像
に

関
し
て
、
野
村
氏
が
言

っ
て
お
ら
れ
る
凡
庸

で
温
良
な
貴
公
子
と
い

(5
)

う
評
価
は
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

野
村
氏
は
、
武
智
麻
呂

・
房
前
の
生
涯
の
う
ち
、
そ
の
前
半
を
重

視
す
る
あ
ま
り
、
そ
の
後
半
、
と
く
に
天
平
元
年

(七
二
九
)
長
屋

王
の
変
以
降

の
考
察
を
欠

い
て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
男
が
長
男
よ
り
も
先
ん
じ
て
昇
進
す
る
と
い
う
房
前
と
武
智
麻
呂

の
関
係
は
、
武
智
麻
呂
の
長
男

・
次
男
で
あ
る
豊
成
と
仲
麻
呂
の
場

合

に
も
み
ら
れ
、
仲
麻
呂
が
光
明
皇
后
に
支
え
ら
れ
て
実
権
を
得
て

い
く
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
当
然
房
前
の
場
合
も
、
単
に
不
比
等
の
力

だ
け
で
な
く
、
彼
の
支
え
と
な
る
他
の
力
も
背
後
に
あ

っ
た
と
推
測

で
き
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
む
し
ろ
不
比
等

の
死
亡
後
の
房
前
を
取

り
巻
く
状
況
に
、
解
決
の
糸
口
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
武
智
麻
呂
と
房
前

に
つ
い
て
、
指
標
と
な
る
時
期
を

選
ん
で
、
そ
の
時
期
に
お
け
る
政
治
状
勢
や
彼
ら
を
取
り
巻
く
状
況

の
中
か
ら
、
武
智
麻
呂
と
房
前

の
具
体
的
な
姿
を
把
握
し
、
と
く
に
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天
平
元
年

(
七
二
九
)
の
長
屋
王
の
変
を
境
に
し
、
そ
の
前
後
の
二

人

に
注
目

し
て
、
野
村
氏
が
示
し
て
お
ら
れ
る
武
智
麻
呂

・
房
前
像

に
修
正
を
加
え
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

指
標
と
な
る
時
期
の

一
つ
は
次
男
房
前
が
内
臣
に
就
任
し
た
養
老

五
年

(
七

二

一
)
前
後
、
も
う

一
つ
は
長
屋
王
の
変
が
起
こ
っ
た
天

平
元
年

(
七
二
九
)
以
後
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
時
期
は
、
武
智
麻

呂

・
房
前

の
個
人
に
と

っ
て
だ
け
で
な
く
、
藤
原
氏
全
体
に
と
っ
て

も
、
非
常

に
重
要
な
時
期
で
あ
り
、
藤
原
氏
発
展
の
大
き
な
指
標
と

も
い
え
る
。

元
明
太
上
天
皇
の
崩
御
と
房
前
内
臣
就
任

『
続
日
本
紀
』
養
老
五
年

(七
二

一
)
十
月
戊
戌

(
二
四
日
)
の

条

に
は
、
房
前
の
内
臣
就
任
に
つ
い
て
次

の
よ
う
な
詔
が
記
さ
れ
て

い
る
。詔

日
.
凡
家
有
二沈
痴
殉
大
小
不
レ
安
。
卒
発
二事
故

一者
。
汝
卿

房
前
。
当
下
作
二
内
臣
一計
ご
会
内
外
殉
准
レ
勅
施
行
。
輔
二
翼
帝

業
↓
永
寧
中国
家
加

こ
の
詔
に
み
え
る
計
会
の
意
味
か
ら
考
え
れ
ば
、
内
臣
は
外
廷
と
宮

中
を
連
絡

・
調
整
す
る
機
能
を

も

っ
た
官
職
で

あ

っ
た
と

思
わ
れ

る
。
内
臣

に
つ
い
て
は
、
房
前
の
ほ
か
、
大
化
元
年

(六
四
五
)
六

月
庚
戌

に
藤
原
鎌
足
が
、
房
前
に
先
立
ち
就

任
し
て
お
り
、
ま
た
、

(6
)

宝
亀
二
年

(七
七

一
)
三
月
庚
午

に
は
藤
原
良
継
が
、
次

い
で
宝
亀

九
年

(七
七
八
)
三
月
己
酉
に
は
藤
原
魚
名

が
内
臣
の
地
位
に
就

い

(7
)

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
内
臣
就
任
が
、
す

べ
て
藤
原
氏

に
よ
っ
て

独
占
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
鎌
足

の
場
合
は
皇
極
上
皇

・
中
大
兄
皇
子
が
い
る
状
況
で
の
孝
徳
天
皇
の

即
位
直
後

に
、
房
前
の
場
合
は
元
正
上
皇

・
聖
武
天
皇
が
い
る
状
況

で
の
元
明
上
皇
崩
御
直
前
に
、
良
継
の
場
合
は
皇
后
井
上
内
親
王

・

皇
太
子
他
戸
親
王
に
早
良
親
王
や
山
部
親
王

(桓
武
天
皇
)
が
い
る

な
か
で
の
光
仁
天
皇
即
位
後
程
な
く
し
て
就
任
し
て
い
る
。

こ
れ
ら

を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
天
皇
即
位
に
関
し
て
、

天
皇
の
周
囲
に
実
権

者
や
皇
太
子
の
候
補
者
が
多
く
、
そ
の
間
の
調
整
役
と
し
て
の
内
臣

が
必
要
で
あ
り
、
内
臣
が
政
治
上
の
動
向
と
重
要
な
関
係
を
も
っ
て

い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。

し
た
が

っ
て
、
内
臣

を
単

に
令
外
官
と
し
て
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
皇
位
継
承
や
、
あ

る
い
は
政
治
状
勢
に
応
じ
て
任
用
さ
れ
る
輔
政
的
地
位
と
職
掌
を
も

つ
特
殊
な
身
分
で
あ

っ
た
と
考
え
る
の
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。

房
前

の
内
臣
就
任
に
類
似
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
鎌
足
の
内
臣
就

任
に
つ
い
て
は
、
』.日
本
書
紀
』
の
大
化
元
年

(六
四
五
)
六
月
庚
戌

条
に
、
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以
一一大
錦
冠
一授
二中
臣
鎌
子
連

一為
二内
臣
殉増
レ封
若
干
戸
云
云
。

中
臣
鎌
子
連
。
懐
二
至
忠
之
誠
殉
拠
二
宰
臣
之
勢
殉
処
二官
司
之

上
殉
故
進
退
廃
置
。
計
従
事
立
云
々
。

と
あ
る
。
鎌
足
が
内
臣
に
就
任
し
た
日
は
、
孝
徳
天
皇
即
位

の
日
に

あ
た

っ
て

い
る
の
で
、
鎌
足
の
内
臣
就
任
に
は
皇
位
継
承
と
の
関
連

が
大
き
い
と
い
え
る
。
孝
徳
天
皇
即
位
前
紀
や

『家
伝
』
に
記
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、

孝
徳
天
皇
の
即
位
実
現
に
は

鎌
足
の
力
が

大
き

く
、
そ
の
鎌
足

の
功
労
に
対
し
て
孝
徳
天
皇
が
即
位
の
日
に
冠
位
や

封
戸
を
あ
た
え
、
そ
れ
と
と
も
に
内
臣

へ
の
就
任
を
命
じ
た
の
で
あ

る
。鎌

足
の
内
臣
就
任
に
つ
い
て
は
、
冠
位
や
封
戸
の
問
題
を
取
り
上

げ
て
、
就
任
記
事
自
体
疑
わ
し
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、

『常
陸
風
土

記
』
久
慈
郡

に
、

至
淡
海
大
津
大
朝
光
宅
天
皇
之
世
、
遣
使
検
藤
原
内
大
臣
之
封

戸
、

と
い
う
記
載
が
あ
る
か
ら
、
封
戸
の
数
な
ど
に
関
し
て
は
誇
張
は
あ

る
と
し
て
も
、
鎌
足
の
受
封
と
内
臣
就
任
に
つ
い
て
は
事
実
で
あ
る

と
考
え
ら

れ
る
。
鎌
足
の
内
臣
就
任
の
事
情
は
、
そ
の
後
の
内
臣
設

置
に
際
し
て

一
つ
の
先
例
と
な

っ
た
よ
う
で
、
内
臣
と
皇
位
継
承
問

題
と
の
関
連
は
、
後
の
房
前

・
良
継
、
と
く
に
房
前
の
場
入
日
に
顕
著
[

に
み
ら
れ
る
。

房
前
の
内
臣
就
任
時
期
に
つ
い
て
、
ま
ず
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
ヤ

元
明
上
皇
の
崩
御
と
の
関
連
性
で
あ
る
。
元
明
上
皇
は
、
養
老
五
年

(
七
二

一
)
五
月
頃
よ
り
不
予
を
伝
え
ら
れ
、
十
月
丁
亥
(十
三
日
)

に
は
右
大
臣
長
屋
王
と
参
議
房
前
を
召
し
て
、
崩
御
後
の
喪
事
と
不

(8
)

慮
に
対
す
る
厳
戒
を
命
じ
て
い
る
。
そ
の
十

一
日
後

に
房
前
内
臣
就

任
の
詔
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
詔
は
、
元
正
天
皇
か
ら
下
さ

れ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
お
そ
ら
く
内
臣
任
命
の
意
志
は
元
明
上
皇

の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
発
し
た
詔

で
あ
ろ
う
。
こ
の
詔
の

内
容
で
わ
か
る
よ
う
に
、
房
前

の
内
臣
と
し
て
の
権
限
は
、
宮
中
と

太
政
官

の
間
を
計
会
し
、
緊
急
の
際

の
房
前

の
命
令
は
、
勅
に
准
じ

る
重
要
な
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

不
比
等
が
養
老
四
年

(七
二
〇
)
八
月
に
亡
く
な
っ
た
後
、
五
年
当

時

の
太
政
官

に
は
知
太
政
官
事
に
舎
人
親
王
、
右
大
臣
に
長
屋
王
、

知
五
衛
及
授
刀
舎
人
事
に
新
田
部
親
王
が
お
り
、
皇
親
勢
力
を
中
心

と
す
る
政
権
で
あ
っ
て
、
宮
中
と
太
政
官
中
心
者
と
の
血
縁
的
結
合

が
強

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
元
明
上
皇
ま
た
は
元
正
天
皇
は
何
を
懸

念
し
て
こ
の
時
期

に
房
前
に
右
の
よ
う
な
権
限
を
あ
た
え
た
の
だ
ろ

う
か
。
七
世
紀

に
お
い
て
天
皇
の
崩
御
後
に
は
、
か
な
ら
ず
と
言

っ

て
よ
い
ほ
ど
皇
位
継
承
の
紛
争
が
起
こ
っ
て
い
る
事
例
が
あ
る
よ
う
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聡

元
明
上
皇
崩
御
後
も
・
単
罎

原
氏
と
皇
親
勢
力
と
の
対
抗
と

い
う
だ
け
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
皇
位
継
承
に
関
し
て
何
ら
か
の
事

件
が
起

こ
る
可
能
性
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

元
明
上
皇
は
、
孫

の
首
皇
子
の
外
祖
父
で
あ
る
不
比
等
の
政
権
を

背
景
に
、
仲
継
ぎ
の
帝
と
し
て
元
正
天
皇
の
即
位
を
実
現
さ
せ
、
首

皇
子
の
成
長
を
待

っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
心
で
あ
る
不
比

等
が
亡
く
な
る
と
、
元
明
上
皇

・
元
正
天
皇
な
ど
に
と

っ
て
は
、
冷

静
で
は

い
ら
れ
な
い
事
態
を
予
測
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
長
屋
王
を
は

じ
め
と
す
る
皇
親
勢
力
に
信
頼
を
寄
せ
る
い
っ
ぽ
う
で
、
皇
位
継
承

問
題
に

つ
い
て
は
彼
ら
に
警
戒
的
で
あ
っ
た
。
同
様

に
皇
親
を
中
心

と
す
る
太
政
官
も
、
皇
位
継
承
に
関
し
て
は
、
元
明
上
皇

・
元
正
天

皇
や
光
明
子

・
藤
原
宮
子
な
ど
の
後
宮
と
は
必
ず
し
も

一
致
し
て
い

な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う

し
た
事
情
を
背
景
と
し
て
、
房
前
は
宮
中
に
お
け
る
皇
位
擁

護
者
と
し

て
、
内
外
の
調
整
に
当
た
る
と
い
う
内
臣
の
地
位
を
あ
た

え
ら
れ
た
。
房
前
の
内
臣
就
任
は
、
元
明
上
皇
を
は
じ
め
、
元
正
天

皇

・
藤
原

宮
子
、
さ
ら
に
は
県
犬
養
橘
宿
祢
三
千
代
た
ち
の
希
望
と

す
る
首
皇

子
の
皇
位
継
承
を
安
泰
に
す
る
意
義
を
も

っ
て
行
な
わ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
内
臣
就
任
に
前
後
し
て
、
房
前
は
天
皇
近
侍

の

警
備
力
と
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
お
り
、
藤
原
氏
と
関
係
深
い

(10
)

授
刀
舎
人
寮
の
長
官
授
刀
頭
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の

授
刀
舎
人
寮

(
11
)

は
、
後

に
中
衛
府
に
併
合
さ
れ
、
房
前
は
中
衛
大
将
と
な
る
が
、
房

前
が
授
刀
頭
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
房
前
と
宮
中
と
の
信
頼
関
係
や
実

力
を
示
す
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
房
前
は
、
元
明
上
皇

・
元
正
天
皇
な
ど
宮
中
と

の
親
密
な
関
係
を
も
ち
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
関
係
は
、
養
老

元
年

(七

一
七
)
に
兄
の
武
智
麻
呂
よ
り
早
く
参
議
と
な

っ
た
よ
う

に
、
房
前
が
内
臣
に
就
任
し
た
養
老
五
年
に
突
如
と
し
て
で
き
る
も

の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
か
ら
、
房
前
は
宮
中
と
深
く
つ
な
が
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
武
智
麻
呂
よ
り
以
上

に
房
前
を
宮
中
と
結
び

つ
け
た
も
の
は
、
房
前

に
と

っ
て
義
母
に
あ
た
る
県
犬
養
橘
宿
祢
三

千
代
で
あ

っ
た
と
考
え
た
い
。

県
犬
養
橘
宿
祢
三
千
代
は
、
軽
皇
子

(文
武
天
皇
)
の
養
育
掛
を

勤
め
た
と
さ
れ
、
元
明
上
皇

・
元
正
天
皇

の
信
頼
厚
く
、
後
宮
で
大

セ
　

き
な
勢
力
を
も

っ
て
い
た
。
し
か
も
三
千
代

は
美
努
王
と
の
間
に
生

ま
れ
た
娘
の
牟
漏
女
王
を
房
前

に
嫁
が
せ
て
お
り
、
三
千
代
に
と
っ

て
房
前
は
娘
婿

に
あ
た
る
。
房
前
を
昇
進
さ
せ
る
こ
と
が
、
ひ
い
て

は
娘
の
牟
漏
女
王
の
未
来
の
幸
福
に
つ
な
が

る
と
期
待
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
三
千
代
の
力
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
不
比
等
の
生
存
中
か
ら
、

房
前
が
武
智
麻
呂
に
先
立
っ
て
参
議
と
な
り
活
躍
す
る
こ
と
が
可
能
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だ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

養
老
五
年

(
七
一二

)
十
月
戊
戌

(二
四
日
)、
房
前
は
内
臣
と
い

う
特
別
な
地
位

に
就
き
、
そ
れ
に
伴

い
強
大
な
る
権
力
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
し
か
し
そ
の
権
力
は
、
宮
中
を
中
心
と
す
る
勢
力
、
と

く
に
房
前

の
妻
の
母
で
あ
る
県
犬
養
橘
宿
祢
三
千
代
や
、
妻
の
異
父

妹
光
明
子

と
そ
の
夫
首
皇
f
、
さ
ら
に
彼
ら
を
結
婚
さ
せ
た
元
明
上

皇
な
ど
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
内
臣
就
任
を
め
ぐ

る
の
事
情

か
ら
す
れ
ば
、
房
前
が
有
し
た
権
力
は
、
永
続
す
る
性
格

の
も
の
で
は
な
く
、
聖
武
即
位
後
も
内
臣
就
任
時
の
実
権
が
維
持
で

き
る
と
は
限
ら
な
か

っ
た
。
太
政
官
と
宮
中
の
連
絡
調
整
が
不
用
と

な
れ
ば
、
失
わ
れ
る
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。

二

房
前
と
武
智
麻
呂
の
位
階
と
官
職

武
智
麻
呂
は
天
武
天
皇
九
年
(六
八
〇
)、
房
前
は
天
武
天
皇
十
年

(六
八

一
)、
共

に
不
比
等
と
蘇
我
娼
子
と
の
間
に
生
ま
れ
、
彼
ら
の

初
叙
は
、
武
智
麻
呂
が
正
六
位
上
、
そ
の
ほ
ぼ
同
時
期
に
房
前
が
正

六
位
ド
で
あ
っ
て
、
嫡
子
と
庶
子
と
の
違
い
が
明
確
に
あ
ら
わ
れ
て

い
る
。

武
智
麻
呂
の
官
歴
を

『
家
伝
』
・
『続
日
本
紀
』
に
よ
る
と
、
大
宝

元
年

(
七
〇

一
)
内
舎
人
、
大
宝

二
年

(七
〇
二
)
中
判
事
、
大
宝

元
年

(七
〇
四
)
大
学
助
、
慶
雲
三
年

(七
〇
六
)
大
学
頭
、
和
銅

元
年
(七
〇
八
)
図
書
頭
兼
侍
従
、
和
銅
五
年

(七

一
.一)
近
江
守
、

霊
亀
二
年
(七

一
六
)
式
部
大
輔
、
養
老
二
年

(ヒ

一
八
)
式
部
卿
、

養
老
三
年
(七

一
九
)
東
宮
傅
、
養
老
五
年
(
七
二

一
)
中
納
言
と
、

明
ら
か
に
上
級
官
人
家
出
自
の
蔭
子
孫

コ
ー

ス
を
歩
ん
で
い
る
。
蔭

子
孫

コ
ー
ス
と
は
い
え
、
武
智
麻
呂
の
官
歴
を
見
る
限
り
で
は
、
実

務
能
力
は
十
分
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
式
部
卿

や
東
宮
傅
の
歴
任
は

天
皇
の
信
頼
も
厚
く
、
単
に
凡
庸
温
厚
な
嫡
子

と
い
う
理
由
に
よ
る

だ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

い
っ
ぽ
う
房
前
は
、
大
宝
三
年

(七
〇
三
)
二
三
歳
の
時
、
巡
察

使
と
し
て
初
め
て
東
海
道

へ
遣
わ
さ
れ
、
和
銅

二
年

(
七
〇
九
)
に

も
東
海

・
東
山
道

へ
行
く
な
ど
、
若

い
頃
か
ら
地
方

へ
送
ら
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
、
嫡
子
武
智
麻
呂
が
常

に
中
央
に
い
た
の
と

は
、
対
照
的
な
官
歴
で
あ
る
。

位
階

に
関
し
て
い
え
ば
、

一
階
差
の
初
叙
後
、
慶
雲
二
年

(七
〇

瓦
)
に
は
武
智
麻
呂
二
六
歳

・
房
前

二
五
歳

で
と
も
に
従
五
位
下
と

な
り
、
房
前
が
年
齢
だ
け

一
年
の
得
を
し
て
お
り
、
和
銅
四
年

(七

=

)
に
は
、
両
者
と
も
従
五
位
上
に
な
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
こ

の
頃
房
前
は
牟
漏
女
王
と
結
婚
し
、
橘
三
千
代

の
後
立
て
を
得
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
三
千
代
の
夫
不
比
等
の
同
意
も
あ

っ
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武 智 麻 呂 房 U目 宇 合 麻 呂

大宝三年(
703)

東海道巡察使正六下

慶雲二年

} (705) 大学助(現)従五下 従五下
I

I〃 三 年

(706)

1

大 学 頭

〃 四年

1 (707) 造山陵使

和銅元年
c70s>

図書頭兼侍 従

〃 二 年

(709)

東海・東山
巡 察 使

〃 四年

(711) 従五上 従五上

〃 五 年

(712)
近 江 守

〃 六 年

(713)
従四下

霊亀兀年
(715)

従四上 従四下

〃 二 年

(716)
式部大輔 従五下

養老兀年
(717)

参 議 美 濃 介 従五下

〃 二 年

0718)
式 部 卿

〃 三 年

0719) 東 宮 傅 正四下 従四上安房・上房・
下房按察使

正五上

"
(7薪 中 納b従 三 内 副 従 三! 正四上佐 京大夫1従 四上

〃 六 年

(722)
授刀頭(現)

神亀元年
(724)

正 三 正 三持節大将軍

〃 二 年

0725)
従 三

〃 三 年

(726)

知造難波宮
事 装 束 司 正四上

曙 薪 大 納 司 購 契将(現)ll式 部∬郎(現)Ill従 三
〃 三 年

(731)
兼大宰帥

i

参 議
兵部卿(現)参議
山陰道鎮撫使

〃 四 年

(732)

東海 ・東山節度使 西海道節度使

〃 六 年

(734)
右 大 臣 従 二 正 三

〃 八 年

(736)
民部卿(現)

〃 九 年

(737)
左大臣莞 正0

参議民部卿
墓贈左大臣

正 三
贈正一
参議式部卿亮 正 三参議兵部卿莞従 三

天平宝字
四年
(760)
贈太政大臣 贈太政大臣
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た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
和
銅
六
年

(七

一
三
)
に
武
智
麻
呂
が

房
前
に
先

ん
じ
で
従
四
位
ド
と
な
り
、
養
老
五
年

(
七
二

一
)
両
者

が
従
三
位

に
な
る
ま
で

一
階
差
を
保
ち
、
房
前
は
内
臣
に
就
任
し
た

年

に
、
兄
武
智
麻
呂
と
同
じ
位
階
に
昇
進
し
た
の
で
あ
る
。
地
方

へ

遣
わ
さ
れ

る
こ
と
の
多
か
っ
た
房
前
が
、
養
老
五
年
の
内
臣
就
任
の

頃
に
な
る
と
、
巡
察
使
な
ど
の
派
遣
が
な
お
行
な
わ
れ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
地
方

へ
遣
わ
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
、
ま
た
、
養
老
五

年
に
は
武
智
麻
呂

・
房
前
と
も
に
従
三
位
に
昇
進
し
た
こ
と
は
、

こ

の
時
期

に
な
る
と
、
房
前
が
中
央
に
必
要
な
人
物
で
あ
り
、
重
要
な

地
位
を
占
め
る
に
至

っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
内
臣
房
前
に
対

し
武
智
麻
呂
は
当
時
中
納
言
で
は
あ

っ
た
が
、
右
大
臣
長
屋
王
を
中

心
と
す

る
皇
親
勢
力
の
中
で
は
、
直
接
天
皇
に
つ
な
が
る
内
臣
房
前

ほ
ど
の
力
を
も
ち
え
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
で
は
、
房
前

が
長
屋
王
と
共
に
元
明
上
皇

の
詔
を
受
け
て
い
る
の
を
見
て
も
、
藤

原
氏
を
代
表
す
る
中
心
人
物
は
、
次
男
房
前
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

三

長
屋
王
の
変
と
武
智
麻
呂

・
房
前

天
平
元
年

(七
二
九
)
二
月
長
屋
王
の
変
以
後
を

}
つ
の
指
標
と

し
て
注
日
す
る
理
由
は
、
藤
原
氏
の
中
心
が
そ
れ
ま
で
の
房
前

に
代

わ

っ
て
、
兄
の
武
智
麻
呂
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
長
屋
王
の
変
以
降
、
藤
原
氏

は
大
納
言
武
智
麻
呂
を

軸
と
し
て
、
房
前

・
宇
合

・
麻
呂
ら
が
各
部
門
を
担
当
し
、
さ
ら
に

光
明
立
后
を
成
功
さ
せ
、
不
比
等
亡
き
後
の
藤
原
氏
発
展
の
地
歩
を

固
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

長
屋
王
の
変
は
、
長
屋
王
が
中
心
と
な
り
、
藤
原
宮
子
の
大
夫
人

の
称
号
に
異
論
を
唱
え
皇
太
夫
人
と
改
め
た

こ
と
に
端
を
発
し
、
長

屋
王
と
藤
原
氏
と
の
対
立
を
顕
在
化
さ
せ
る

一
つ
の
契
機
と
な

っ
た

(13
)

と
さ
れ
る
。
こ
の
事
件
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
長
屋
王
の
存
在
自

体
が
、
藤
原
氏
と
の
対
立
を
生
む
大
き
な
要

因
で
あ
っ
た
。
通
説
で

は
、
神
亀
元
年

(
七
二
四
)
の
藤
原
宮
子
の
称
号
問
題
の
後
、
神
亀

四
年

(
七
二
七
)
閏
九
月
、
光
明
子
に
基
皇
子
が
生
れ
た
が
、
わ
ず

か
二
歳
で
天
折
し
、
し
か
も
同
じ
年
、
夫
人
県
犬
養
広
刀
自
に
安
積

親
王
が
生
れ
た
た
め
に
、
窮
地

に
立
た
さ
れ
た
藤
原
氏
は
、
皇
太
子

に
な
ら
ぶ
執
政
権
と
即
位
の
可
能
性
を
も

つ
皇
后
の
地
位
に
着
目

し
、
光
明
立
后
と
い
う
策
に
切
り
換
え
、
そ
れ
を
最
も
阻
む
で
あ
ろ

な
　

う
長
屋
王
の
打
倒
を
図

っ
た
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

長
屋
王
の
変
が
、
光
明
立
后
を
達
成
す
る
た
め
の
藤
原
氏
の
陰
謀

で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
が
で
あ
る
が
、
こ
の
長
屋
王
の
変
に
、
藤
原

氏
の
長
男
武
智
麻
呂
と
次
男
房
前
は
ど
の
よ
う
な
動
き
を
み
せ
た
の
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　め
　

で
あ
ろ
う
か
。
『続
日
本
紀
』
の
記
載
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
長
屋
王

の
変
に
お
い
て
、
直
接

に
行
動
し
た
の
は
、
長
男
武
智
麻
呂
と
三
男

宇
合
で
あ
り
、
次
男
房
前
の
名
前
は
登
場
し
な
い
。
当
時
、
房
前
は

(16
)

中
衛
大
将
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
房
前
が
長
官
で
あ
っ
た
中
衛
府
を
率

い
て
出
動
し
た
の
は
、
房
前
で
は
な
く
宇
合
で
あ
っ
て
、
房
前
が
疎

外
さ
れ
た
感
が
あ
る
。
元
明
上
皇
が
長
屋
王
と
房
前
に
詔
を
下
し
た

よ
う
に
、
両
者

の
関
係
が
親
密
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
事
件
に
中
衛
府
の
兵
が
動
員
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
長
官
房

前
が
自
ら
先
頭
に
立

っ
て
長
屋
王
宅
を
囲
ん
で
い
な
く
と
も
、

こ
の

変
に
関
与
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
る
に
、
な
お
房
前
が

疎
外
さ
れ
た
と
推
測
さ
せ
る
大
き
な
理
由
と
し
て
、
長
屋
王
の
変
以

後

の
房
前
に
は
、

位
階
や

官
職
の
昇
進
が
な
い
こ
と
を

提
示
で
き

る
。
藤
原
氏
は
も
ち
ろ
ん
、
藤
原
氏
側
に
つ
い
た
者
で
さ
え
、
変
後

に
叙
位
さ
れ
昇
進
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
藤
原
氏
の
次
男
房
前
の

昇
進
が

み
ら
れ
な
い
の
は
不
思
議
と
い
え
よ
う
。
少
な
く
と
も
長
屋

王
の
変

に
関
し
て
、
房
前
は
重
要
な
役
割
を
果
た
さ
な
か

っ
た
と
考

え
ざ
る
を
え
な
い
。

房
前
の

内
臣
と
い
う

調
整
役
と
し
て
の
立
場

上
、
ま
た
、
元
明
太
上
天
皇
の
命
を
二
人
で
承
け
た
個
人
的
な
間
柄

か
ら
し

て
、
長
屋
王
の
変
に
は
、
消
極
的
な
態
度
を
と
ら
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

四

天
平
元
年
以
後
の
武
智
麻
呂

・
房
前

内
臣
就
任
時
の
房
前
と
は
対
照
的
に
、
長
屋
王
の
変
以
後
の
房
前

の
位
階

・
官
職
の
変
化
は
め
ざ
ま
し
く
な
い
。
反
対
に
、
武
智
麻
呂

の
位
階

・
官
職
の
昇
進
は
著
し
く
、
養
老

五
年

(七
二

一
)
の
房
前

の
内
臣
就
任
時
と
は
異
な
っ
た
両
者
の
対
照
を
み
せ
て
い
る
。

聖
武
天
皇
即
位
の
神
亀
元
年

(
七
二
四
)

に
両
者
が
正
三
位
に
昇

進
し
て
以
後
、
位
階
の
昇
進
状
況
を
み
る
と
、
武
智
麻
呂
の
方
は
、

天
平
六
年
(七
三
四
)
正
月
従

二
位
、
死
亡
直
前
の
天
平
九
年
(七
三

七
)
七
月
正

一
位
と
、
順
調
に
昇
進
し
て
い
る
が
、
房
前
の
方
は
、

神
亀
元
年

(七
二
四
)
に
正
三
位
に
な

っ
て
以
来
、
天
平
九
年
四
月

に
死
亡
す
る
ま
で
、

一
度
も
位
階
が
上
が

っ
て
い
な
い
。
藤
原
氏
四

兄
弟

の
他
の
二
人
に
関
し
て
は
、
三
男
宇
合
が
天
平
六
年
(七
三
四
)

に
従
三
位
か
ら
正
三
位

へ
昇
進
し
て
房
前
と
並
び
、
四
男
麻
呂
も
天

平
元
年

(七
二
九
)
長
屋
王
の
変
直
後
、
正
四
位
上
か
ら
従
三
位
に

上
が

っ
て
い
る
。
房
前
だ
け
が
、
ま

っ
た
く
位
階
昇
進
を
し
て
い
な

い
こ
と
に
な
る
。

武
智
麻
呂
や
他
の
兄
弟
た
ち
の
順
調
な
昇
進
に
比
べ
、
房
前
が
停

滞
す
る
状
況
は
、位
階
だ
け
で
な
く
官
職
の
う
え
で
も
現
れ
て
い
る
。

武
智
麻
呂
は
、
長
屋
王
の
変
直
後
の
天
平
元
年

(七
二
九
)
三
月
大
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納
言
、
天
平
三
年

(
七
三

一
)
九
月
兼
大
宰
帥
、
天
平
六
年

(
七
三

四
)
正
月
右
大
臣
、
死
亡
直
前
の
天
平
九
年

(七
三
七
)
七
月
に
は

左
大
臣

に
ま
で
昇
進
し
て
い
る
。
武
智
麻
呂
は
天
平
元
年
以
降
、
位

階
も
官
職
も
躍
進
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
房
前
は
武
智
麻
呂
と
は
ま

っ

た
く
異

な
り
、
位
階
の
低
迷
と
同
様
に
、
天
平
元
年

(七
二
九
)
以

降
の
官

職
も
停
滞
を
続
け
る
。
彼
は
、
天
平
元
年
九
月
中
務
卿
に
任

命
さ
れ
る
が
、
中
務
卿
の
官
位
相
当
は
正
四
位
上
で
あ
る
か
ら
、
す

で
に
正
三
位

の
房
前

に
と

っ
て
は
、
高
い
官
職
と
は
い
え
な
い
は
ず

で
あ
る
。
さ
ら
に
天
平
四
年

(七
三
二
)
八
月
に
は
、
五
二
歳
と
い

う
老
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
海

・
東
山
道

へ
節
度
使
と
し
て
遣
わ

さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
中
務
卿
よ
り
さ
ら
に
下
の
、
官
位
相
当
正

(17
)

四
位
下

で
あ
る
民
部
卿
に
転
任
し
た
の
は
、
房
前
の
地
位
の
下
降
を

決
定
的

に
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
房
前
は
天
平
九
年

(七

三
七
)
の
死
亡
時
に
至
る
ま
で
正
三
位
参
議
民
部
卿
で
あ
っ
た
。

以
上

の
よ
う
な
房
前
の
位
階
の
停
滞
と
官
職
は
、
房
前
の
内
臣
と

し
て
の
実
権
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
宮
中
か
ら
お
さ
れ
た
で

あ
ろ
う
内
臣
の
限
界
性
を
物
語

っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、

こ
の
頃
に

は
、
す
で
に
房
前
の
内
臣
と
し
て
の
活
躍
を
期
待
す
る
必
要
性
も
な

く
な
り
、
長
屋
王
の
変
の
頃
に
は
、
す
で
に
内
臣
の
地
位
を
退
い
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
房
前
の
内
臣
と
し
て
の
権
力
に
は
限
界
が

あ
る
と
推
測
し
た
が
、
房
前
の
有
し
た
権

力
は
、
房
前
の
実
力
か
ら

で
は
な
く
、
房
前
を
取
り
巻
く
状
況
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ

っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
内
臣
と
し
て
の
房
前
の
必
要
性
、
内

外
を
計
会
す
る
必
要
性
が
な
く
な
れ
ば
、
当
然
な
が
ら
政
治
的
な
地

位
や
実
権
も
減
退
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
内
臣
と
し
て
の
房
前
を
支
え

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
県

犬
養
橘
宿
祢
三
千
代
は
、
天
平
五
年
(七
三
三
)
正
月
に
死
亡
す
る
。

こ
の
三
千
代
の
死
亡
は
、
房
前

に
と

っ
て
大

き
な
変
化
で
あ
り
、
房

前
低
迷
の

一
つ
の
要
因
と
な
る
出
来
事
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

に
反
し
て
、
長
男
武
智
麻
呂
は
、
三
千
代

死
亡
の
翌
年
、
従
二
位
右

大
臣
に
昇
進
し
て
い
る
。

し
か
し
、
天
平
九
年

(七
三
七
)
四
月
房
前
の
死
亡
に
際
し
、
『続

日
本
紀
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。
天
平
九
年
四
月
辛
酉
条

に
は
、参
議
民
部
卿
正
三
位
藤
原
朝
臣
房
前
亮
。
送
以
二大
臣
葬
儀
↓

其
家
固
辞
不
レ受
。

と
あ
り
、
天
平
九
年
十
月
丁
未
条

に
は
、

贈
二
民
部
卿
正
三
位
藤
原
朝
臣
房
前
正

一
位
左
大
臣
↓
井
賜
二食

封
二
千
戸
於
其
家
↓
限
以
二廿
年
↓

と
あ
る
。
贈
位
贈
官
は
房
前
と
武
智
麻
呂

の
み
で
、
宇
合
と
麻
呂
に

40



は
な
い
。
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
二
一二
年
後
、
天
平
宝
字
四
年
(七
六
〇
)

二
月
に
は
、
武
智
麻
呂
と
と
も
に
太
政
大
臣
を
追
贈
さ
れ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
こ
れ
ら
は
、
光
明
皇
后

・
橘
諸
兄

・
牟
漏
女
王
な
ど
と
の

つ
な
が
り
が
残

っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

五

藤
四
子
体
制

長
男
武
智
麻
呂
は
、
天
平
元
年

(
七
二
九
)
長
屋
王
を
打
倒
し
、

さ
ら
に
光
明
立
后
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
に
は
、
聖
武

天
皇

・
光
明
皇
后
と
結
ん
だ
武
智
麻
呂
の
藤
原
氏
長
男
と
し
て
の
力

量
が
存
在
す
る
と
同
時
に
、
武
智
麻
呂
が
大
納
言
と
し
て
右
大
臣
長

屋
王
に
次
ぐ
政
界
の
要
枢
を
占
め
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
時
点
か
ら
は
、
次
男
房
前
の
養
老
五
年

(七
二

一
)
内
臣
就
任
時
の
勢
い
は
減
退
す
る
。
内
臣
と
し
て
の
房
前
の
個

人
的
信
頼
も
多
少
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
や
は
り
内
臣
は
令
外
官
で
あ

り
、
大
納
言
で
あ
っ
た
武
智
麻
呂
を
中
心
に
、
藤
原
氏
は
動
い
て
い

っ
た
と

い
え
る
。
大
納
言
武
智
麻
呂
を
軸
に
、
次
男
房
前
が
中
務
卿

(18
)

と
し
て
、
三
男
宇
合
が
式
部
卿
と
し
て
、

四
男
麻
呂
が
兵
部
卿
と
し

(19

)
て
、
主
要
な
省
を
そ
れ
ぞ
れ
が
分
担
し
、
藤
四
子
体
制
を
確
立
し
た

の
で
あ
る
。
藤
原
氏
が
、
長
男
武
智
麻
呂
を
中
心
と
し
た
分
担
体
制

で
あ

っ
た
か
ら

こ
そ
、
天
平
四
年

(七
三
二
)
に
は
、
四
兄
弟
の
う

(20
)

ち
房
前
が
東
海

・
東
山
道

へ
、
宇
合
が
西
海
道

へ
、
そ
の
前
年
に
は

(21
)

麻
呂
が
山
陰
道

へ
遣
わ
さ
れ
る
な
ど
、
武
智
麻
呂
た
だ

一
人
が
、
中

央
に
い
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

天
平
元
年

(
七
二
九
)
の
長
屋
王
の
変
以
後
、
藤
四
子
体
制
が
成

立
し
、
し
か
も
、
そ
れ
は
長
男
武
智
麻
呂
を
中
心
と
す
る
、
他
の
三

兄
弟
と
の
分
担

体
制
と
し
て
確
立
さ
れ
た

も
の
で
あ

っ
た
。

そ
し

て
す
で
に
元
明
上
皇
と
県
犬
養
橘
宿
祢
三
千
代
が
亡
く
な
り
、
元
正

天
皇
が
退
位
し
た
こ
の
頃
に
は
、
房
前
と
宮
中
と
の
関
係
は
、
光
明

皇
后
の
存
在
を
通
じ
て
、
ま

っ
た
く
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
が
、
す
で
に
内
臣
と
し
て
の
房
前
の
実
権
は
、
有
名

無
実
な
も
の
と

な

っ
て
い
た
こ
と
は

明
ら
か
で
、

橘
諸
兄
と

並
ん

で
、

表
面
上
は

武
智
麻
呂
の
政
権
を
支
え
る
存
在
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
房
前
は
不
遇
な
時
期

に
あ

っ
て
も
、
不
満
を
表
面
化

さ
せ
る
よ
う
な
行
動
も
な
か

っ
た
ら
し
く
、

な
お
武
智
麻
呂
に
次
ぐ

地
位
を
確
保
し
て
お
り
、
宮
中
の
信
頼
も
贈
位
贈
官
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
厚
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

む

す

び

房
前
は
養
老
五
年

(
七
二

一
)
十
月
戊
戌

(二
四
日
)、
元
明
上
皇

の
意
図
を
受
け
、
首
皇
子
の
即
位
を
安
泰
に
す
る
目
的
を
も

っ
て
、
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宮
申
と
太
政
官
の
問
を
連
絡

・
調
整
す
る
内
臣
の
地
位
に
就

い
た
。

そ
し
て
、
そ
の
内
臣
と
い
う
地
位
に
よ
っ
て
、
表
面
上
は
兄
武
智
麻

呂
を
し
の
ぐ
実
権
を
も
つ
こ
と
と
な
り
、
あ
た
か
も
不
比
等

の
政
治

的
な
実
質
的
後
継
者
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
し
か
し

房
前
の
内
臣
就
任
は
、
彼
の
実
力
と
い
う
よ
り
も
、
彼
を
取
り
巻
く

状
況
、

と
く
に
元
明
上
皇

・
元
正
天
皇
や
県
犬
養
橘
宿
祢
三
千
代

に

よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
く
、
内
臣
就
任
の
事
情
か
ら
考
え
て
も
、
房
前

の
実
権

は
永
く
維
持
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、

聖
武
天
皇
即
位
の
神
亀
元
年

(
ヒ
ニ
四
)
に
正
三
位

に
叙
位
さ
れ
て

以
後
、

天
平
九
年

(
七
三
七
)
に
亡
く
な
る
ま
で
ま

っ
た
く
昇
進
せ

ず
、
官

職
も
む
し
ろ
ド
位
に
転
任
し
、
低
迷
を
続
け
る
結
果
に
な

っ

た
の
で
あ
る
。

武
智
麻
呂
は
、
不
比
等
亡
き
後
、
長
屋
王
や
舎
人
親
王

・
新
田
部

親
王
ら
を
中
心
と
す
る
皇
親
勢
力
の
強

い
太
政
官

に
あ

っ
て
、
藤
原

氏
長
男
と
し
て
中
納
言
を
務
め
て
は
い
た
が
、
本
来

の
能
力
を
発
揮

す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
天
平
元
年

(七
二
九
)
長
屋
王

を
打
倒
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
光
明
立
后
を
達
成
さ
せ
、
政
界
に
お

け
る
実
権
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
長
屋
王
の
変
以

後

は
、
武
智
麻
呂
自
身
も
位
階
や
官
職

の
う
え
で
著
し
い
昇
進
を
遂

げ
、
藤
原
氏
全
体
と
し
て
は
、
彼
を
中
心
に
次
男
房
前
が
中
務
卿
、

三
男
宇
合
が
式
部
卿
、
四
男
麻
呂
が
兵
部
卿
と
、
分
担
体
制
を
も

っ

て
動
き
、
房
前
も
そ
の
境
遇
に
従
わ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

以
上
の
結
論
は
、

野
村

忠
夫
氏
の
考
察

に
反
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
未
熟
で
は
あ
る
が
、
天
平
元
年
以
降

の
武
智
麻
呂

・
房
前
像
を

考
え
る
う
え
で
、
多
少
の
修
正
と
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

終
り
に
あ
た
り
、
本
稿
が
成
る
う
え
に
得
た
井
上
薫
先
生
、
水
野

柳
太
郎
先
生
の
教
示
に
厚
く
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

〔註
〕
(
1
)

『
日
本
書
紀

』
天
智
天
皇
八
年
十
月
庚
申
条
、

(
2
)

『
続
日
本
紀

』
文
武
天
皇
二
年

八
月
丙
午
条

の
詔

か
ら
、

「藤

原
朝

臣
」

は
鎌
足
の
直
系

の
子

で
あ
る
不
比
等
が
継
承
す

る
こ
と
、
意
美
麻

呂

(不
比
等

の
又
従
兄
弟
)
な
ど
は
藤
原
を
称
し
て
い
た

の
で
あ
ろ
う

が
、
以
後
、
旧
姓

す
な
わ
ち
中
臣
朝
臣
に
復
す
る
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ

る
。

(
3
)

岐
阜
大
学
研
究
報
告
第
十
五
号

・
「律
令
政
治

の
諸
様
相
」
(
塙
書
房
)

参
照
。

(
4
)

野
村
氏
が
房
前

を
不
比
等
の
実
質
的
後
継
者
と
す
る
根
拠
は
、

・
房
前
が
長
男
武
智
麻
呂
を
さ
し
お
い
て
、
朝
政

に
参
議
せ
し
め
ら
れ

た
こ
と
、
さ
ら
に
、
内
臣
に
就
任
し
た
こ
と
。

・
武
智
麻
呂
が
強
力

な
権
力
意

志
や
権
謀
的
な
素
質

を
欠
く
温
良
凡
庸

な
性
格

で
あ

っ
た
こ
と
。
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・
房
前

の
莞
去
に
際

し
、
贈
正

一
位

・
左
大
臣

と
と
も

に
、

二
〇
年
を

限

る
食
封

二
千
戸
を
賜

っ
た
こ
と
o

・
天
平
宝
字
四
年
(
七
六
〇
)
、
恵
美
押
勝
が
父
武
智
麻

呂
と
と
も

に
、

叔
父
房
前

に
も
贈
太
政
大
臣
を
奏
請
し

た
こ
と
。

な
ど
で
あ
る
。

(
5
)

『
家
伝

』
は
武
智
麻
呂
の
性
格

を

自

レ弦

庖
弱
、
進
趣
饒
病

、
年
及
二長
大

噛
不
レ
繋
二
小
節

噛
形
容
条
暢
、

辞

気
重
遅
、
其
性
温
良
、
其
心
貞
固
、

と
し

て
い
る
◎

(
6
)

『
続
日
本
紀

』
宝
亀

二
年

三
月
庚
午
条

。

(
7
)

『
続
日
本
紀

』
宝
亀
九
年

三
月
己
酉
条
。

(
8
)

『
続
日
本
紀

』
養

老
五
年
十
月
丁
亥
条
。

(
9
)

例
え
ば
推
古
天
皇
の
崩
後

に
は
、
皇
嗣
選
定
を
め
ぐ
る
蘇
我
蝦
夷
が

擁
立
す

る
田
村
皇
子
と
境
部
摩

理
勢

の
推
す
山
背
大
兄
王
の
争

い
や
、

孝
徳
天
皇
崩
御

の
四
年
後
、

中
大
兄
皇
子
が
蘇
我
赤
兄
と
謀

っ
て
有
間

皇
子

を
謀
反

の
か
ど

で
処
刑
し
た
こ
と
。
さ
ら

に
、
大
海
人
皇
子

と
大

友
皇
子

が
皇
位

を
争

っ
た
壬
申
の
乱
、
次

い
で
天
武
天
皇

の
死
後
、
草

壁

親
王
と
大
津
皇
子
が
不
和
と
な
り
、
大
津
皇
子

が
謀
反

の
罪

で
死
を

賜
わ

っ
た

こ
と
。

(
10
)

『
衣
服
令
集
解

』
諸
臣
朝
服
条
所
引
養
老
六
年

二
月
廿

三
日
格
。

(
11
)

授
刀
寮

・
授
刀
舎
人
に
関
す

る
史
料

は
、
『
続
日
本
紀
』
神
亀

四
年
十

月
甲
戌

の
記
事
以
後

し
ば
ら
く
あ
と
を

た
ち
、
約

二
十
年
後

の
天
平

十

八
年

二
月
己
丑
条
ま

で
姿

を
み
せ
な
い
。
そ
し

て
、
授
刀
寮
が
姿

を
消

す
直
後

の
神
亀
五
年
八
月

よ
り
中
衛

府
が
史
上

に
現
れ

て
く
る
。
授

刀

寮

が
中
衛
府

に
発
展

な
い
し
吸
収

さ
れ
た
の
か
、
中
衛
府
と
並
行
し
て

存
続
し
た
の
か
に

つ
い
て
は
議
論

が
あ
る
が
、
笹
山
晴
生
氏
(
「中
衛
府

の
研
究
」
日
本
古
代
衛
府
制
度

の
研
究
)
・
直
木
孝
次
郎
氏

(
「古
代
天

皇

の
私
的
兵
力
に

つ
い
て
」
飛
鳥
奈
良
時
代

の
研
究

)
は
発
展
を
、
滝

川
政
次
郎
氏

(
「授

刀
舎
人

に
つ
い
て
」
続
日
本
紀

研
究

三
-
四
)
・
井

上
薫
氏

(「
ト
ネ
リ
制
度

の

一
考
察
」
日
本
古
代

の
政
治

と
宗
教
)
は
併

存

を
主
張
し

て
い
る
。

(
12
)

角

田
文
衛

「
不
比
等

の
娘

た
ち
i
初
期
律
令
政
治
運
営
の
秘
奥
を
め

ぐ

っ
て
i
」

(古
代
文
化
十

ニ
ー

五
)

(
13
)

『
続
日
本
紀

』
神
亀
元
年
三
月
辛
巳
条
。

(
14
)

岸

俊
男

「光

明

立
后
の
史

的

意

義
-

古
代

に
お
け
る
皇

后
の
地

位
1
」
(
日
本
古
代
政
治
史
研
究
)

(
15
)

『
続
日
本
紀

』
天
平
元
年

二
月
辛
未
条
、
同
壬
申
条
。

(
16
)

房
前

の
在
任
は
、

『公
卿
補
任
』
を

は
じ
め

『万
葉
集
』
巻

五
甜

・
巻

九
隔
、

『政
事
要
略
』
廿

五
年
中
行

事
十
月
興

福
寺
維

摩
会
始

な
ど

に

も
見

え
疑

い
え
な

い
。

(
17
)

『
貞
観
交
替
式
』
巻
廿
六
所
引
天
平

八
年
十

一
月
十

一
日
式

。

(
18
)

『
続
日
本
紀

』
神
亀
元
年
四
月
丙
申
条

に
式
部
卿
と
し
て
記
載
が
あ

り
、
就
任
年
は
不
明

で
あ

る
が
、

お
そ
ら
く
前
任
者

の
武
智
麻
呂
が
中

納
言

に
就
任
し
た
養
老

五
年
頃
か
と
思
わ
れ
る
。

(
19
)

『
続

日
本
紀
』
天
平
三
年
八
月
丁
亥
条
に
兵
部
卿
と
し
て
記
載
が
あ

り
、
就
任
年

は
不
明

で
あ
る
が
、
前
任
者
の
阿
倍
朝
臣
首

名
が
神
亀

四

年

に
死
亡
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
頃

に
就
任
し
た
と
思
わ
れ
る
。

(
20
)

『
続
日
本
紀

』
天
平

四
年
八
月

丁
亥
条
。

(
21
)

『
続
日
本
紀

』
天
平

三
年
十

一
月
丁
卯
条
。

(
一
九
八
四
年
卒
業
生

・
堺
市
博
物
館
学
芸
員

)
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